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半導体300mmウェーハの場合…

目的：コストダウンのための標準化

標準箇所：工場搬送システムのインター
フェース

試算効果：400億円弱／工場（２万枚量産
ライン）の削減



300mm工場はいたるところで標準化

出所：SEMI(2003)
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装置・材料市場は寡占が進んだ

市場集中度（主要メーカー数）市場

300mm化以前 300mm化以降

搬送機器 ７社
（日5社、米2社）

３社
（日2社,米国1社）

キャリア ５社
(日3社、米2社）

一旦参入増、後に３社
(日2社,米国１社）

ロードポート 初期参入多発(１０数社)
後に集約（６～７社）

出所）搬送機器、キャリア、ロードポートはヒアリングに基づく。



キャリアは標準化で主戦場に

インターフェース標準化により、参入障壁
下がる

A社は早い段階から標準開発に参画し、デ
バイスメーカーから高評価を得ることで新
規参入

既存の半導体関連事業における技術蓄積
を活かし、高寸法精度・高密閉性のキャリ
アを提供することで、高シェア獲得



市場を創出したロードポート

B社も早い段階から標準開発に参画し、デバイス
メーカーから高評価を得ることで参入に成功

半導体関連事業で後発ながら、他の製品事業に
おける搬送ノウハウを活用し、高信頼性の製品
を提供

ユニット生産方式によるカスタマイズ生産による
納期短縮とコスト低減を実現

これらにより、世界シェアNO.1を獲得
（貴志, 近刊）



標準化をリードする鉄鋼メーカー

ISO規格化では日本がリーダーシップを発揮。日
本の規格・技術のISO化や不利な規格化に対す
る防衛を実施

高速引張り試験など先端技術を盛り込んだ規格
においては、日本製品の性能の良さを数値化で
きる試験規格を提案 cf. 冷媒

自動車用鋼板規格（鉄連規格）では、増大したグ
レード数を削減し、類似鋼板の規格化を進めるこ
とで、ユーザーとメーカーの製品・在庫管理業務
を効率化



装置・材料メーカーはノウハウを埋め込め!!

標準化活動で先行したメーカーは、開発の方向性が定ま
り、差別化領域に開発資源の傾斜配分が可能に

新規参入のメーカーでも標準開発に早期参画し、ユー
ザーとの関係を巧みに築くことで、参入に成功したところ
も

成功要因：「すり合わせノウハウのカプセル化」（新宅・小川・
善本, 2006）

- 搬送機器：搬送速度・精度のコントロール、低コスト

- キャリア：金型設計の寸法精度、高密閉性

- ロードポート：高信頼性確保、短納期・低コスト

- 鉄鋼：高機能鋼を実現する組成・製法



標準化団体を通した
標準提案(semi, sematech等)

-Ｒ＆Ｄ投資額の削減
-豊富な技術シーズの募集

自社の事業戦略

情報ソース：ヒアリングベース
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（追加議論）海外企業I社の成功例



（追加議論）半導体産業にみる国際標準
化の戦略的活用

事業戦略事業戦略 投資戦略投資戦略

組織戦略組織戦略ものづくり戦略ものづくり戦略

国際標準化

標準化領域の見極め
技術格差と標準化

資金調達先
投資効率の認識

本社と現場の一貫性
投資タイミングの厳守

標準化の推進体制
標準化人材の育成
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